
上野公悦議員（14番目 3月16日(火)か17日(水)の見込み） 

１．今冬の豪雪災害に関する諸問題について 

(1) 豪雪から暮らしと安全を守る対応について 

ア 豪雪対策として市民に対する情報の発出は必須と考え

るがどうか。 

イ 生活道路と歩道のきめ細かな検証と除排雪実施手順の

見直しを行うべきと考えるがどうか。 

ウ 町内会等による自主的除排雪に対する費用補助も含め

た制度創設や支援を行うべきではないか。 

エ 自衛隊の支援活動は、必要としている福祉施設など、

広く行うことが必要だったのではないか。 

(2) 海岸部の保安林被害と倒木等の処理等について 

ア 保安林の倒木等の被害が甚大である。その状況を市で

はどう把握しているか。 

イ 保安林の立地がある町内会などから倒木の処理などに

ついての支援要望は聞いていると思うが、市としてど

のように対応しているか。 

ウ 保安林の倒木等の処理に対する支援について、災害等

廃棄物処理事業を活用できないか。 

２．新型コロナウイルス感染症患者の連続大量発生と新た

な対応について 

(1) 今回の事態は非常に憂慮すべき事態と考える。市民へ

のより一層強力な注意喚起のメッセージを発出すべき

ではないか。 

(2) ワクチン接種と思い切った検査の拡大という両面を

しっかり行ってこそ感染拡大が防げると考える。感染

防止戦略を再構築すべきではないか。 

(3) 当市で初めて小中学生の感染者が出た。更なる感染を

防止し、学びと健康を守るために今後とるべき学校や

授業等の運営課題をどう整理するのか。  

橋爪法一議員（20番目 3月17日(水)か18日(木)の見込み） 
１．柏崎刈羽原子力発電所について 

(1)中央制御室への不正入室、７号機の安全対策工事未完

了問題をどう見ているか。 

(2)ここ数か月、検証委員会メンバーの入れ替え、経産省

幹部等の頻繁な来県等が再稼働に向けた動きに見え

る。市としてどう見ているか。 

(3)花角知事は2018年の知事選で､｢３つの検証を徹底的に

行う｣｢検証結果が示されない限り原発再稼働の議論は

始めない｣などを公約した。これらの公約を貫いてほし

いと願っているが市長はどうか。 

(4)避難計画づくりに課題が浮上する中で、再稼働はすべ

きでないと考えるが、市長はどう考えるか。 

(5)東電との安全協定はもっと法的拘束力のあるものにす

べきだと思うが、どう考えるか。 

２．今冬の豪雪といくつかの課題について 

(1)災害救助法の適用、特に障害物の除去に関しては、自

らの労力で対応できない世帯を全て救助すべきだと思

うが、市長の基本的認識を聞きたい。 

(2) 今冬の豪雪は市内全域に被害をもたらし、生活道路が

使えなくなる事態が長期間続いたが、専門的な知見も

入れてしっかりした検証をすべきではないか。 

(3) 民家の除排雪、道路除雪、いずれもマンパワーの確保

で困難に直面した。自衛隊や他自治体などからの支援

についても検討すべきではないか。 

(4) 今冬の豪雪を踏まえて13区の総合事務所産業建設グ

ループの集約について検証すべきだと思うがどうか。 

平良木哲也議員（23番目 3月18日(木)の見込み） 
1. 新型コロナウイルス感染症対策について 

(1) 介護施設職員が感染しても介護体制を維持できる

ようにする手立てはどのように考えているのか。 

(2) 受診控えにより各医療機関への支援が必要になっ

ているが、支援策はどうなっているか。 

(3) 今般の感染者急増は飲食店が中心であったが、感

染拡大防止対策は飲食店にとっても必要である。

各飲食店にはどう対応しているか。 

(4) 次のことを政府に求めるべきではないか。 

ア 地方創生臨時交付金による継続的支援 

イ 飲食業への補償、関連・類似事業者への支援 

ウ 持続化給付金、家賃支援給付金の第2弾の実施 

エ 雇用調整助成金(コロナ特例)､休業支援金の継続 

オ 宿泊・観光業への直接支援制度の創設 

２．｢公の施設の適正配置計画｣について 

(1) 計画の策定過程で行った各地域等での市民への説

明をどう評価しているか。 

(2) 市民との合意形成はどう進めていくのか。また、

詳細な実施計画を示す考えはあるのか。 

３．歩道の改良について 

(1) 市内には極めて歩きにくい歩道が多数存在する

が、現状をどう把握しどう認識しているか。 

(2) ｢道路整備計画｣で、｢歩道改良｣を重要課題と位置

づけ、計画的に整備すべきではないか。 
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連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

上越保健所管内感染症患者発生状況 
（3月5日現在） 

 ＰＣＲ検査実施件数 6662件(前週＋838) 

 管内陽性件数     83件(前週＋11) 

 上越市内陽性件数   75件(前週＋9) 

 陽性率       1.25％(前週1.24％) 

 ９月定例議会では、３２人の議員中２６人が一

般質問(15～18日)に立ちます。日本共産党の３人

の議員の質問内容は次の通りです。 

 ぜひ、傍聴においでください。 


